
Solution brief

今月のおススメ情報

2024 年 11 月号

さくっ
と!

HPE公式オンラインストア（HPE DirectPlus）からのおススメ情報と 
今気になる話題を毎月お届け

サーバー便り

性能と電力効率がぐっと向上

AMDプロセッサー搭載サーバーも 
ご検討ください！

メディア記事連載×エッジコンピューティング

「こんなところにサーバーが？」

総合カタログ大幅リニューアル！

「HPEプロダクトセレクション」

第4世代AMD EPYC™ 9004シリーズプロセッサーを搭載したHPE ProLiant 
Gen11サーバーは、性能と電力効率をさらに高めており、前世代の機種
と比較して最大99%の性能向上および最大43%の電力効率の向上を実
現します。AMDプロセッサー搭載サーバーも是非ご検討ください。

データの発生する現場にサーバーを設置し、その場

で迅速なデータ処理をする”エッジコンピューティン

グ”。HPEで長年プリセールスエンジニアをしている
小森が、病院や工場など、「こんなところにサーバ

ーが？」と思うようなエッジコンピューティングによ

るソリューションをご紹介します。

HPEの製品総合カタログ「HPE プロダクトセレク 
ション」の最新刊では大幅リニューアルし、以下の

ような内容を新たにご覧いただけます。

• 一目でわかるポートフォリオ
• 製品/サービスのポイントを絞った特長
• サーバーのモデル間のスペック比較をしやすく

知ってましたか？
HPE DirectPlusなら、「HPEプロダクトセレク 
ション」に記載の製品番号から、CTOベースモ
デルを一発で検索・カスタマイズしてお見積
ができます！

くわしくはこちら

記事はこちらから

カタログは
こちら

検索・見積
はこちら
から

https://h50146.www5.hpe.com/directplus_ent/server/amd/
https://news.mynavi.jp/author/14173/
https://www.hpe.com/jp/ja/doc/general-catalog.html
https://www.hpe.com/jp/ja/doc/general-catalog.html
https://h50146.www5.hpe.com/directplus_ent/server/search/
https://h50146.www5.hpe.com/directplus_ent/server/search/
https://h50146.www5.hpe.com/directplus_ent/server/search/
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関連情報 2040年にネットゼロ実現を目指す 
HPEの環境戦略
ネットゼロ目標を2050年から2040年に10年前倒し
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HPEは、データファーストの世界のために持続可能で責任
あるテクノロジーソリューションを創造することをミッション

としています。その中の取り組みの1つが「ネットゼロ※の加
速」であり、バリューチェーン全体で2040年までに温室効
果ガス排出量ネットゼロを目指しています。2022年、HPEは
従来の温室効果ガス削減目標を予定より早く達成し、ネッ

トゼロ目標を2050年から2040年に10年前倒ししました。
※温室効果ガスの排出量から森林吸収量等を差し引いた合計を「正味ゼロ」 
とする考え方

長寿命で廃棄物の少ない製品を設計することで、お客様の総所有コスト（TCO）と IT 環境の環境負荷を低減します。

製品設計

• 製品ライフサイクル全体に対し持続可能性を考慮した
設計プログラムを導入

• お客様が修理、アップグレード、再生、改修を通じて製
品の耐用年数を延ばせるようモジュール設計を採用し
簡単な分解を実現

環境負荷物質の排除

• 製品のライフサイクル全体にわたり安全性の確保を
最優先

• 潜在的な規制物質を特定・除去し、新たな世界的およ
び地域的な規制に準拠

• パートナーが規制変更に適応する時間を確保できるよ
う世界各地の法規制遵守期限の 6 か月前に規制物質
を段階的に廃止

パッケージ（梱包材）デザイン

• 環境への影響を最小限に抑えたパッケージ
• 発砲スチロール（EPS）の排除
• 段ボール箱内のリサイクル素材の使用
• ポリウレタン（PU）の除外
• 低密度ポリエチレン (LDPE) フォームのリサイクル材料
の使用拡大

• 紙文書を電子文書に置き換え段階的に廃止

リユース・リサイクル

• 使用済み製品を買取りし、資産価値をお客様に還元す
るとともに、そのIT資産を再生し再利用することでIT製
品の寿命を延伸

• リサイクルよりもリユースを優先
• IT業界で世界最大規模のテクノロジーリニューアルセン
ターにて信頼あるパートナーにより対応

お問い合わせ先

2023年の科学的根拠に基づく目標に対する進捗

HPEの製品ライフサイクル管理

温室効果ガスの 
Scope1とScope2 
の排出量を

3年間で18%削減

事業活動による温室効果
ガスの直接排出をScope1、
他社から供給された電気な
どの使用に伴う間接排出を
Scope2、それ以外の間接排
出をScope3としています。

事業活動に 
52%の 

再生可能エネルギー
を利用

再生可能エネルギーの
使用を2025年までに50％
にするという目標を2023
年に前倒しで達成。2030
年までに100％にするこ
とを目指しています。

Green500の 
トップ10のうち6台
がHPEのシステム

Green500はエネルギー効率
の高いスーパーコンピュー
ターのリストであり、103の
HPEシステムがランクイン。
「Frontier」を含む6システム
がトップ10入りしました。

IT効率向上など 
次世代テクノロジーの 
研究開発により、

783件の特許を取得

ITサステナビリティのメリッ
トをもたらす電力消費管理
や余剰電力の削減、電力に
もとづくリソース割り当て
の実現などが含まれます。

https://www.hpe.com/psnow/doc/a00140803jpn?jumpid=in_pdfviewer-psnow
https://www.hpe.com/psnow/doc/a00140803jpn?jumpid=in_pdfviewer-psnow
https://www.hpe.com/psnow/doc/a00140803jpn?jumpid=in_pdfviewer-psnow
https://h50146.www5.hpe.com/directplus_ent/server/
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